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嘉内・賢治

 "
賢
治
の
故
郷

岩
手"

 

  　
　

 

と
の 

絆 

を 

深
め
る 

現
代
の
交
流

　

岩
手
大
学
創
立
60
周
年
記
念
展
示
「
ア
ザ
リ
ア
の

咲
く
と
き
～
宮
澤
賢
治
と
学
友
た
ち
～
」
が
今
年
６

月
岩
手
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広
く

一
般
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
賢
治
と
嘉
内
ら

仲
間
た
ち
と
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
嘉
内
宛
て
に
送
ら
れ

た
他
の
仲
間
か
ら
の
書
簡
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
今
回

の
記
念
展
示
は
「
ア
ザ
リ
ア
」
の
中
心
人
物
と
な
っ

た
４
人
の
子
孫
『
賢
治
の
実
弟
清
六
氏
の
孫
の
宮
沢

和
樹
氏
、
嘉
内
の
長
男
善
三
・
次
男
庸
夫
氏
、
小
菅

健
吉
氏
の
長
男
充
氏
、
河
本
義
行
氏
の
次
女
御
舩
道

子
氏
』
が
一
堂
に
会
し
た
、
歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
山
梨
と
岩
手
と
は
古
く
か
ら
繋
が
り
が

あ
り
、
岩
手
県
の
前
身
、
初
代
南
部
藩
主
の
南
部
光

行
は
、
山
梨
県
出
身
で
今
の
中
巨
摩
・
南
巨
摩
一
帯

を
領
し
て
い
た
加
賀
美
次
郎
遠
光
の
三
男
で
あ
り
、

富
士
川
右
岸
の
南
部
領
が
所
領
で
あ
っ
た
た
め
、
南

部
氏
を
名
乗
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　現
い ま

代に伝える・・・アザリア記念会

記念展示図録

【
岩
手
県
と
の
主
な
交
流 

２
０
０
４
年
～
】

・
岩
手
県
盛
岡
市
杜
陵
小
か
ら
の
依
頼
に
よ
り

　

山
梨
県
知
事
が
「
や
ま
な
し
の
木
」
３
本
を

　

杜
陵
小
へ
寄
贈

・
岩
手
県
知
事
が
「
ギ
ン
ド
ロ
の
木
」
３
本
を

　

韮
崎
市
に
寄
贈
（
嘉
内
の
母
校
北
東
小
な
ど

　

に
植
樹
）

・
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
メ
ン
バ
ー
が
岩
手
県
を
訪

　

問
、
盛
岡
市
岩
手
大
賢
治
セ
ン
タ
ー
で
保
阪

　

庸
夫
氏
が
講
演

・
岩
手
大
学
（
前
盛
岡
高
等
農
林
学
校
）
学
長

　

が
嘉
内
の
故
郷
韮
崎
市
を
訪
問

・
ア
ザ
リ
ア
記
念
会
メ
ン
バ
ー
が
岩
手
大
学   

　

（
ア
ザ
リ
ア
の
咲
く
と
き
展
示
会
）
を
訪
問

岩手県から贈られた
ぎんどろの木

大きく育った杜陵小の
やまなしの木

河本家（御舩道子氏）小菅家（充氏）　　   保阪家（善三氏）  宮沢家（和樹氏）   保阪家（庸夫氏）
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アザリア記念会

山
梨
と
岩
手
を
つ
な
い
だ

 
「
や
ま
な
し
と
ギ
ン
ド
ロ
」
友
情
の
木
の
交
流

　　

こ
の
交
流
は
、
盛

岡
市
立
杜
陵
小
６

年
生
が
賢
治
の
童
話

「
や
ま
な
し
」
を
学

習
し
卒
業
記
念
樹
と

し
て
「
や
ま
な
し
の

木
」
を
贈
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
岩
手
で
は
苗
の
入
手
が
難
し
く
、
知

人
を
介
し
て
山
梨
県
に
相
談
し
、
山
梨
県
知
事

か
ら
温
か
い
思
い
の
こ
も
っ
た
３
本
の
「
や
ま

な
し
」
の
苗
木
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も

の
夢
を
叶
え
る
の
が
大
人
の
役
割
」
だ
と
苗
木

を
一
生
懸
命
に
探
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動

し
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
た
、
知
事
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
初
め
て
山
梨
県
の
韮
崎
が
ア

ザ
リ
ア
の
友
、
保
阪
嘉
内
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
賢
治
・
嘉
内
生
誕
１
１
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
か
ら
「
ギ
ン
ド
ロ
」
を
さ

が
し
て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
、
携
わ
っ
た
人
々

の
感
謝
の
心
が
こ
も
っ
た
「
ギ
ン
ド
ロ
」
の
苗

木
３
本
が
今
度
は
、
岩
手
県
知
事
よ
り
韮
崎
市

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
ギ
ン
ド
ロ
」
は
２
人
の

作
品
に
共
通
し
て
登
場
す
る
友
情
の
木
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
賢
治
と
嘉
内
が
天
か
ら
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
岩
手
と
韮
崎
と

の
交
流
が
自
然
な
形
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
及
ば
ず
な
が
ら
こ
の
活
動
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
菅 

健
吉

１
８
９
７
～
１
９
７
７

「特集」保阪嘉内・宮沢賢治の友情を　　　　現
い ま

代に伝える・・・アザリア記念会

　

栃
木
県
さ
く
ら
市
生
ま
れ
。
栃

木
県
立
農
学
校
卒
業
後
、
盛
岡
高

等
農
林
学
校
に
進
学
し
、
賢
治
と

同
級
生
と
な
る
。
入
学
当
初
か
ら

「
校
友
会
会
報
」
に
短
歌
や
詩
な

ど
を
投
稿
し
２
年
生
の
時
に
は
文

芸
欄
の
編
集
委
員
も
務
め
た
。
賢

治
と
お
互
い
の
名
前
を
交
換
し
て

「
校
友
会
会
報
」
に
作
品
を
載
せ

る
な
ど
、
親
交
が
深
か
っ
た
。

　

盛
岡
高
等
農
林
を
卒
業
し
た
年

の
１
９
１
８
年
か
ら
１
９
２
６
年

ま
で
渡
米
し
、
農
学
特
に
土
壌
細

菌
学
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
は
愛
媛

や
京
都
の
農
林
学
校
、
さ
ら
に
は

郷
里
の
栃
木
の
農
業
高
校
等
で
農

業
教
育
に
力
を
尽
く
し
、
教
育
者

と
し
て
４
人
の
な
か
で
は
唯
一
そ

の
生
涯
を
全
う
し
た
。

　

鳥
取
県
倉
吉
市
生
ま
れ
。
倉
吉

中
学
在
学
中
に
荻
原
井
泉
水
に
師

事
し
、
緑
石
の
号
で
自
由
律
俳
句

の
創
作
・
研
究
を
始
め
た
。
嘉
内

と
同
級
で
盛
岡
高
等
農
林
学
校
に

入
学
後
は
、「
校
友
会
会
報
」
に

沢
山
の
俳
句
を
投
稿
し
、
文
芸
好

き
な
学
生
か
ら
は
一
目
置
か
れ
る

存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
、
絵
の
才

能
も
あ
り
多
く
の
日
本
画
や
洋
画

を
描
い
て
い
る
。

　

盛
岡
高
等
農
林
学
校
を
卒
業

後
は
志
願
兵
を
経
て
郷
里
の
倉

吉
で
農
学
校
の
教
師
と
な
る
が
、

賢
治
の
亡
く
な
る
２
ヶ
月
前
の

１
９
３
３
年
７
月
、
海
岸
で
生
徒

の
水
泳
訓
練
中
、
溺
れ
る
同
僚
を

救
助
し
た
後
、
自
身
は
力
尽
き
て

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

アザリアの友たち

河
本 

義
行

１
８
９
７
～
１
９
３
３

「ひっつみ汁・五平餅・にじますの塩焼きなど」

元杜陵小学校長 石田紘子さん

　１月３０日韮崎北東小の給食に「岩手のひっつみ汁」
が登場し、４年生の社会科の特別授業で、岩手と山梨と
のつながりについて「岩手県の昔の殿様は山梨県の南部
町出身だから南部藩という名前がついた」「岩手県の童
話作家宮沢賢治と心の友だった保阪嘉内は私たちの先
輩」ということや「ひっつみ汁もほうとうからヒントを
得ている」ということなどを学習しました。
　子どもたちは興味しんしんで楽しく授業を受け、その
日の給食は完食！岩手県を身近に感じたようです。
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嘉内・賢治

　

詩
人
や
童
話
作
家
と
し
て
日
本
で
そ

の
名
を
知
ら
な
い
人
は
な
い
宮
沢
賢
治
。

そ
の
賢
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
農

村
改
善
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を

行
っ
た
保
阪
嘉
内
。

　

嘉
内
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
あ

ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
駅
舎

や
汽
車
、
電
車
な
ど
そ
し
て
旅
に
関
す

る
も
の
が
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
。

　

盛
岡
に
行
っ
た
り
、
東
京
に
行
っ
た

り
と
、
汽
車
に
乗
る
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
鉄

道
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
２
人
の
友
情
の
象
徴
と
も

さ
れ
る
、
銀
河
鉄
道
…
…
そ
れ
こ
そ
が

賢
治
が
嘉
内
と
乗
り
た
い
と
願
っ
た
列

車
（
人
生
そ
の
も
の
）
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

   

　

写
真
・
資
料
は
ア
ザ
リ
ア
記
念
会　

　

よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
の
特
集
は
今
月
で
終
わ
り
ま
す
。

　★★★　賢治から嘉内へ　友への手紙 　★★★

友
へ
の
手
紙　

36（
右
）

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
1�
月
�1
日

妹
ト
シ
の
入
院
に
よ
り
看
病
の
た
め
上

京
し
た
賢
治
か
ら
の
手
紙
。

「
病
気
は
伝
染
質
の
も
の
で
一
週
間
以

来
少
し
も
変
化
し
ま
せ
ん
。」
と
ト
シ

の
病
状
を
伝
え
て
い
る
。
嘉
内
と
会
う

機
会
を
求
め
て
い
る
が
実
現
は
し
な

か
っ
た
。

１
９
１
０
（
明
治
��
）
年

嘉
内
の
中
学
１
年
時
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
よ
り
南

ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
か
ら
甲
斐
駒
ケ
岳
へ
の
連
な

り
と
、
上
空
の
ハ
レ
ー
彗
星
を
描
く
。

　

銀
漢
を
行
く
彗
星
は

　

夜
行
列
車
の
様
に
に
て

　

遙
か
虚
空
に
消
え
に
け
り

友への手紙　72（下）

１９２１（大正１０）年１２月（推定）
近況を知らせる手紙。

「しきりに書いて」いることや「愛
国婦人」に童話が載ったこと、「春
になったらいらっしゃいません
か」などと綴られている。
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■会場：東京エレクトロン韮崎文化ホール

【アザリア交流記念の集い：大ホール】

10月11日（日）
「銀河の誓い in 韮崎・アザリアの友たち」

アザリアの仲間（保阪嘉内・宮沢賢治・小菅健吉・河本義行）

の遺族や岩手大学（前盛岡高等農林学校）の関係者を迎え、

実際に出演していただき壇上で交流を誓い合います。

スライドとパネル・寸劇と音楽で嘉内と賢治の友情・アザ

リアの交流を表現し、観客と演者が一緒になって構

成劇風のパフォーマンスを展開します。

【アザリア企画展：展示室】

10月10日（土）～ 12日（月）
「銀河の誓いは永遠に」　
～保阪嘉内の足跡とアザリアの仲間たち～

宮沢賢治から保阪嘉内への 7� 通の手紙の一部公開を

メインにアザリアの仲間たちのからの手紙・アザリア

同人誌など貴重な資料のパネル展を開催します。

　

７
月
16
日（
木
）、
若
宮
八
幡
宮

神
楽
殿
に
お
い
て
第
３
回
「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
「
若
宮
八
幡
宮
神
楽

団
」
の
皆
さ
ま
と
「
伝
統
文
化
の

継
承
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
�0
日
の
夏
の
例
大
祭
に
向

け
準
備
や
練
習
に
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足

に
悩
む
現
状
を
踏
ま
え
、
市
内
神

楽
団
と
の
交
流
の
場
づ
く
り
の
提

案
な
ど
伝
統
文
化
継
承
に
つ
い
て

の
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

【http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/  

  art1
1
1
�

】

　

10
月
11
日
に
行
わ
れ
る
市
制
施
行

55
周
年
記
念
式
典
に
ア
ザ
リ
ア
記
念

会
に
よ
る
記
念
の
集
い
と
企
画
展
を

開
催
す
る
予
定
で
す
！

　

ひ
と
足
早
く
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
当
日
は
ぜ
ひ
皆
さ

ま
お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
会
場
の
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　若宮八幡宮神楽団では、舞（神
楽を舞う役柄）、楽（笛・太鼓）、
道具方（小道具、弓矢等の製作）
を担っていただける団員を募集中
です。年齢・性別・お住まいの地
域は問いません。興味のある方の
ご連絡をお待ちしています。

■お問い合わせ

　若宮八幡宮神楽団　団長　森本

　☎２２－１６３０ ２２－２３６７

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

   「
若
宮
八
幡
宮
神
楽
団
」と
開
催

神楽団員を募集中！

メインタイトル
「花園農村の理想をかかげて」

ー 空を越え、時を超え、　　　　　　　
　　　　　未来を開くアザリアの花 ー

韮崎市制施行 55周年記念式典

緊急予告！


